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【手続補正書】
【提出日】平成24年1月6日(2012.1.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１フレームの画像データに基づいて２つのサブフレームの画像データを作成する際に、
１フレームの画像データにおける高周波成分を第１のサブフレームに集中させ、低周波成
分を前記第１のサブフレームおよび第２のサブフレームに配分する動画像処理装置であっ
て、
　着目フレームの画像データから、低周波成分Ｌを抽出する抽出手段と、



(2) JP 2010-160440 A5 2012.2.23

　前記低周波成分Ｌを、前記第１のサブフレームＳＨおよび前記第２のサブフレームＳＬ
に、第１の低周波成分Ｌ1および第２の低周波成分Ｌ2としてそれぞれ配分するために、前
記低周波成分Ｌにおける前記第２の低周波成分Ｌ2の配分を決定する配分手段と、
　前記第２の低周波成分Ｌ2を前記着目フレームの画像データから減じることによって、
前記低周波成分Ｌにおける前記第１の低周波成分Ｌ1と前記着目フレームにおける高周波
成分Ｈとの和として、前記第１のサブフレームＳＨを作成する第１のサブフレーム作成手
段と、
　前記第２の低周波成分Ｌ2に基づいて、前記第２のサブフレームＳＬを作成する第２の
サブフレーム作成手段と、を有し、
　前記配分手段は、前記低周波成分Ｌのレベルが予め定められた境界レベルよりも低い低
レベル領域にある場合と、該境界レベルよりも高い高レベル領域にある場合とで、前記第
２の低周波成分Ｌ2の配分比率を、前者では相対的に小さくし、後者では０．５を超えな
い範囲で相対的に大きくすることを特徴とする動画像処理装置。
【請求項２】
　前記第２のサブフレーム作成手段は、前記着目フレームとその１つ前のフレームにおけ
る前記第２の低周波成分Ｌ2の平均を取ることにより、該着目フレームに対応する前記第
２のサブフレームを作成することを特徴とする請求項１に記載の動画像処理装置。
【請求項３】
　前記配分手段は、前記第２の低周波成分Ｌ2を前記低周波成分Ｌのレベルに対して非線
形に配分し、その変曲点が前記境界レベルとなることを特徴とする請求項１または２に記
載の動画像処理装置。
【請求項４】
　前記配分手段は、
　　前記低周波成分Ｌが前記低レベル領域にある場合には前記第２の低周波成分Ｌ2の配
分比率が０に近づくように、
　　前記低周波成分Ｌが前記高レベル領域にある場合には前記第１の低周波成分Ｌ1と前
記第２の低周波成分Ｌ2との差分ＦＬが一定となるように、
前記第２の低周波成分Ｌ2の配分を決定することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか
１項に記載の動画像処理装置。
【請求項５】
　前記配分手段は、
　　前記低周波成分Ｌが前記低レベル領域にある場合における前記第２の低周波成分Ｌ2
の前記低周波成分Ｌに対する傾きａａが
　　　０≦ａａ＜０．３０
であり、かつ、前記第２の低周波成分Ｌ2と前記第１の低周波成分Ｌ1との差分ＦＬが
　　　０＜ＦＬ＜２５
となるように、前記第２の低周波成分Ｌ2の配分を決定することを特徴とする請求項４に
記載の動画像処理装置。
【請求項６】
　前記配分手段は、
　　前記低周波成分Ｌが前記低レベル領域にある場合には前記第２の低周波成分Ｌ2の配
分比率が０に近づくように、
　　前記低周波成分Ｌが前記高レベル領域にある場合には前記第１の低周波成分Ｌ1と前
記第２の低周波成分Ｌ2との差分ＦＬが前記低周波成分Ｌのレベルが高くなるほど小さく
なるように、
前記第２の低周波成分Ｌ2の配分を決定することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか
１項に記載の動画像処理装置。
【請求項７】
　さらに、前記第１のサブフレーム作成手段で作成された前記第１のサブフレームＳＨに
おいて、絶対値が最も大きい負値をピーク負値として検出する負値検出手段と、
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　前記ピーク負値に基づいて、前記配分手段で決定された前記第２の低周波成分Ｌ2の配
分を補正する配分補正手段と、
を有することを特徴とする請求項６に記載の動画像処理装置。
【請求項８】
　前記配分補正手段は、前記低周波成分Ｌが前記高レベル領域にある場合に、前記ピーク
負値が小さいほど、前記第１の低周波成分Ｌ1と前記第２の低周波成分Ｌ2との差分ＦＬが
小さくなるように、前記第２の低周波成分Ｌ2の配分を補正することを特徴とする請求項
７に記載の動画像処理装置。
【請求項９】
　前記配分補正手段は、前記ピーク負値が小さいほど、前記第２の低周波成分Ｌ2を大き
く縮小することによって、前記低周波成分Ｌに対する傾きを補正することを特徴とする請
求項７または８に記載の動画像処理装置。
【請求項１０】
　前記配分補正手段は、前記ピーク負値が小さいほど、前記第２の低周波成分Ｌ2から減
じるオフセット量を大きくすることによって、前記低周波成分Ｌにおける前記境界レベル
をオフセットすることを特徴とする請求項７または８に記載の動画像処理装置。
【請求項１１】
　１フレームの画像データに基づいて２つのサブフレームの画像データを作成する際に、
１フレームの画像データにおける高周波成分を第１のサブフレームに集中させ、低周波成
分を前記第１のサブフレームおよび第２のサブフレームに配分する動画像処理装置の動画
像処理方法であって、
　着目フレームの画像データから、低周波成分Ｌを抽出する抽出ステップと、
　前記低周波成分Ｌを、前記第１のサブフレームＳＨおよび前記第２のサブフレームＳＬ
に、第１の低周波成分Ｌ1および第２の低周波成分Ｌ2としてそれぞれ配分するために、前
記低周波成分Ｌにおける前記第２の低周波成分Ｌ2の配分を決定する配分ステップと、
　前記第２の低周波成分Ｌ2を前記着目フレームの画像データから減じることによって、
前記低周波成分Ｌにおける前記第１の低周波成分Ｌ1と前記着目フレームにおける高周波
成分Ｈとの和として、前記第１のサブフレームＳＨを作成する第１のサブフレーム作成ス
テップと、
　前記第２の低周波成分Ｌ2に基づいて、前記第２のサブフレームＳＬを作成する第２の
サブフレーム作成ステップと、を有し、
　前記配分ステップにおいては、前記低周波成分Ｌのレベルが予め定められた境界レベル
よりも低い低レベル領域にある場合と、該境界レベルよりも高い高レベル領域にある場合
とで、前記第２の低周波成分Ｌ2の配分比率を、前者では相対的に小さくし、後者では０
．５を超えない範囲で相対的に大きくすることを特徴とする動画像処理方法。
【請求項１２】
　前記第２のサブフレーム作成ステップにおいては、前記着目フレームとその１つ前のフ
レームにおける前記第２の低周波成分Ｌ2の平均を取ることにより、該着目フレームに対
応する前記第２のサブフレームＳＬを作成することを特徴とする請求項１１に記載の動画
像処理方法。
【請求項１３】
　前記配分ステップにおいては、前記第２の低周波成分Ｌ2を前記低周波成分Ｌのレベル
に対して非線形に配分し、その変曲点が前記境界レベルとなることを特徴とする請求項１
１または１２に記載の動画像処理方法。
【請求項１４】
　コンピュータを請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の動画像処理装置として機能さ
せるためのプログラム。
【請求項１５】
　請求項１４に記載のプログラムを記憶したコンピュータ可読な記憶媒体。
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